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人間生活工学ガイドライン 
 
１．目的 
  人間生活工学ガイドラインは、人間に対する効果・影響を謳ったさまざまな製品・サー
ビスが注目を集め、流通する中、生活者が安心して、それぞれの身体特性や生活特性に合

った製品・サービスを選択し使用できるよう、人間生活工学的機能（注）が科学的なプロセス

において開発されること、また生活者に対して適切な情報提供が行われることを目的とす

る。 
 
（注）ここで対象とする人間生活工学的機能とは、人間の日常生活の改善が図られ、安全、

安心、健康、快適、便利な生活の維持・増進に寄与することが期待できる機能を言

う。 
 
２．適用範囲 
製品：販売することを目的に作られた工業製品。ソフトウエアやシステムも含まれる。

製品に付随するサービスも含まれる。 
 
３．人間生活工学ガイドライン 
人間生活工学的機能は、その開発プロセスにおいて、以下の要求事項を満たすこと。 
 
開発プロセス 要求事項 
要求仕様策定（製品

コンセプト策定） 
・要求仕様の策定（製品コンセプトの策定）において、人間生活工学

的機能の位置づけが明確であること。 
設計 ・人間生活工学的機能の設計仕様導出の根拠が、科学的、論理的に説

明されていること。すなわち、以下の 3つを満たしていること。 
 ①人間生活工学的機能の設計仕様導出のために行われた調査、実

験、データ活用が、方法、手順、規模において妥当である。 
 ②人間生活工学的機能の設計仕様導出のために行われた調査、実

験、データ活用が、データ処理、解釈、判断において妥当である。

 ③人間生活工学的機能の設計仕様導出のために調査、実験、データ

活用を行っていない場合は、設計仕様導出に至った方法、手順が

妥当である。 
確認評価 ・試作品による人間生活工学的機能の確認評価が、科学的、論理的に

行われ、その目的と結果に対応性があること。すなわち、以下の 2
つを満たしていること。 

 ①試作品による人間生活工学的機能の確認評価が、方法、手順、規

模において妥当である。 
 ②試作品による人間生活工学的機能の確認評価の結果が、データ処

理、解釈、判断において妥当である。 
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製造 ・最終製品の人間生活工学的機能が、設計仕様に基づいて製造されて

いること。 
 ・製造上の理由から、人間生活工学的機能の設計仕様に変更が行われ

ている場合、それは要求仕様が満たされる範囲内で行われているこ

と。 
コンシューマーコ

ミュニケーション 
・人間生活工学的機能の記述・表示が、当該機能を適切に表現してい

ること。 
 ・人間生活工学的機能の記述・表示が、生活者が容易に理解可能な表

現であること。 
 ・製品発売後、人間生活工学的機能の使用効果や使用感について、使

用者の声（ユーザーレビュー）を収集する手段や収集した情報の活

用方法について、計画を立てていること。 
 

以上 
 


